JSA 16総学プレシンポ――JSA大阪支部憲法フォーラム
「日米安保をなくしアジアの平和を展望する」

主催：日本科学者会議平和問題研究委員会

　　　　　　　　　　日本科学者会議大阪支部

日時：2006年4月30日（日）　ＰＭ1.00～5.00

場所：クレオ大阪東（大阪市城東区鴨野西2－1－21）

趣旨：いま日本はアメリカの世界支配の野望に加担し、世界平和推進の側から破壊の側に回ろうとしている。憲法9条を変え軍隊を持つことは、単に他の軍隊保有国の仲間入りをすることではない。世界は急速に戦争の無い社会を求め始めており、それを妨害しているのが超大国のアメリカである。そのアメリカに軍事的な加担をすることは、世界から歓迎もされず尊敬もされないであろう。今こそ日本の針路について、情勢と展望を語りそれを広めていきたい。
―プログラム―
オープニング　　岩国住民投票報告ビデオ

開会挨拶・趣旨説明 　　　　　　河井智康（平和問題研究委員会委員長）

セッション　１．米軍基地再編の危険性と矛盾

　　　　　　①　亀山統一（沖縄支部・琉球大学）

　　　　　　②　今野　宏（神奈川支部・元横浜国大）

２．日米安保とアメリカの世界戦略の危険な役割

　　　　　　　　―核兵器廃絶と9条を守る取り組みの共同を目指してー

澤田昭二（愛知支部・元名古屋大学）

３．アジアの平和と日本国憲法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 金子　勝（東京支部・立正大学）

４．東アジア共同体と日本の針路

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中川益夫（大阪支部・元香川大学）
全体討論
費用（資料代）：500円
　　　　終了後、有志で交流会をいたします（実費）
平和問題研究委員会ホームページ

http://www007.upp.so-net.ne.jp/kazumasa/heiwa.html
